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広東住血線虫におけるhost-parasiterelationshipの研究

１．広東住血線虫成虫と各種貝類間に於ける共通抗原性

襄＊辻守康率田中敬恭↑

（昭和57年10月27日受領）

岩永

host-parasiterelationship，
￣

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ａ"giostγo7ZgyJ"Ｓｃα"to"c"szs，

immunoelectrophoresis，snaUs

αZuae"ＳｊＳｉ虚…o"is，ＡＣｈａＺｉ"α九"cα，SterCOPhα‐

e伽Ｓｊ⑪。"fＣａ,Ｂｉo”ｈａｍｒｆａｇｍ６ｒａｔａ,ＰﾉZysaaC”α，

CZjtAo"ret7qPfcmS,Ｓｃ〃s"ZcoWra6e"so"ｊ,S/"Ｏｔａ/α

9"ααγａｔα,αPα刀gOPaJM伽ｃｈ伽"sｉｓｍα此ａｔα,Ｃｂγ‐

6ｉｃ"Zαノ⑫。"ｊｃａ及びＵ７ｚ/ＣａＯ"ｇｍｓｉαどれ柳。"e"s/ｓ

の合計16種類の陸棲，水棲貝である．これらの貝のうち

Ｂｇｍ６ｒａｔａは，国立予防衛生研究所より分与して載い
た貝を，当教室で継代飼育しているものを使用し，その

他の貝についてはＴａｂｌｅｌに示す各地域より採集した
ものである．

第１期幼虫の感染方法は，感染ラットの糞便よりベー

ルマン装置で集めた第１期幼虫を，あらかじめ２～３日

間，絶食させておいた貝に陸棲貝の場合はレタス上で，

また水棲貝の場合は，ノトピーガーに入れて一昼夜室温で

接触，感染させた．感染後の貝の飼育方法は,Ａ・かJica
ではガラス容器（26×20×23ｃｍ）を使用し，容器の底

に土砂を３～５ｃｍ敷き，その上に湿った濾紙をおいた．

Ａ・ん"cα以外の陸棲貝は，植木鉢（径23×高１８ｃｍ）
を使用し，ガラス容器の場合と同様に鉢の底３～４ｃｍ

に士砂を敷き，その上に湿った濾紙を置いて２４～26Ｃ

の'恒温室で飼育した．水棲貝の場合は，岩永・辻(1972〉

の飼育槽に準じた循環式濾過飼育槽内式濾床型を用い

た．飼育温度は24～26Ｃで，餌料は陸棲貝の場合はレ

タスを，水棲貝の場合はレタス，または人工離乳食Ｎｏ．

７（明治乳業Ｋ､Ｋ）を２～３日に１回，適量を与え，

濾紙は２～３日に１回交換した．

第Ⅲ期幼虫の検索は，第１期幼虫感染後，５０～70日目

に圧平法と１％塩酸・ペプシン消化法を併用して，第Ⅲ

期幼虫の有無を確かめた．なお，第Ⅲ期幼虫の一部は，

固有宿主への感染性を検討するため，冑ゾンデを用いて

緒論

広東住血線虫の実験的中間宿主の検索は,Yanagisawa

(1967)，RichardsandMeirrtt(1967)，掘ら（1976)，塩

田ら（1980）などによって報告されて以来，本邦産貝で

もかなり多種にわたって，中間宿主となり得る可能性が

示唆されている．一方，わが国における人体寄生例は沖

繩からのみ見出されていたが，疑わしき症例は本土から

もいくつか報告され（中原ら，１９７３；栗山ら，1978)，

今後さらに本虫症の流行が拡大する可能性が考えられて

いる．これらの症例は，免疫血清学的手技により診断が

なされているが，近年は，他の寄生虫性疾患においても

免疫反応が補助的診断法や治癒判定として用いられてお

り，また基礎的にも寄生虫の種の鑑別に免疫電気泳動法

などが応用されるようになっている．さらにＴｓｕｊｉｅＺａＺ

（1976,1978)は,免疫電気泳動法を用いたhost-parasite

relationshipの検討として，日本住血吸虫成虫とＯ"co-

meJα"/α属貝との間に於ける共通抗原性について究明し

セルカリアの感染率が高い貝ほど，多くの沈降帯が認め

られることを報告している．そこで今回，著者らは広東

住血線虫について，各種貝類に対する第Ⅲ期幼虫の感染

率を検索するとともに，広東住血線虫成虫と貝類間に見

られる共通抗原`性との関連について検討した．

実験材料及び方法

実験に使用した貝はDaCZy6ae"ａｓ〃iルアis,ル噸c‐

iCoJacJeSPecZaSie6oMα"α，ＺＯ"/ZoicJeSa76oγe"s，Ｅ"

ｈａｃＺｒａＣｏ"gC"ｉＺａｈｉｃ虎o"/S,Ｅ"ﾉｶα`γαα工o"/,EzJAacJ7a

＊広島大学医学部寄生虫学教室

↑神戸検疫所水島支所坂出出張所
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ラットに投与し，投与後50日目に剖検して，肺動脈，心終宿主内で成虫まで発育するかどうか検討したところ，

臓内の成虫の有無を調べた．Ｔａｂｌｅ２に示すように，実験的に感染，発育させたi第Ⅲ

次に乳広東住血線虫成虫と各種貝類との共通抗原性を期幼虫は，成虫にまで発育し，ラットに対して明らかな

調べるために使用した抗原は，広東住血線虫成虫及び感感染性を示したＪ

染実験に用いた貝16種の0.1％食塩水抽出抗原である.まＢ、広東住血線虫成虫と各種貝類との共通抗原』性

た抗血清は，各抗原２ｍｇを生理食塩水0.5ｍlとFreundl）各種貝類抗原と広東住血線虫成虫抗血清間に見ら

のCompleteadjuvantLOmlに混合し，懸濁液としたれる共通抗原性

ものを週１回，家兎の腋窩部に10回注射したのち，７～Ｔａｂｌｅ３に沈降帯数，Figs,１～３に泳動像の模式図

10日後に全採血して得られた血清である．これらの材料を示したように，最も多くの沈降帯が認められた貝は，

を用いて免疫電気泳動法により，出現する沈降帯を検討Ａ、九"Ｃａで６本，次いでＢ,ｓ〃"αγis,Ｐ.αcwta及

した．ぴＢ・ｇｍ６７ａｒａで５本，Ｆ、Ｃｆ・ｓｉｅ６ｏＭａ刀α及びＺ

〃6。γe"ｓで４本，Ｅ、Ｃ・ハゴCAO"ｉｓ及びＵ・ａ．〃iP′o‐
成績

刀e"Sｉｓで２本,Ｅ・aibrolzf,Ｅ､α・fdz"、o"ｉｓ,Ｓ・ｂｅ"so"ｉ

Ａ・感染実験の成績及びｃｃ．、α此ａｔαで１本の沈降帯が認められたが，

…各種貝類への感染実験の結果は，Ｔａｂｌｅｌに示すようＣノュPC"Zca，Ｃ、reZ70P/ct"s，Ｓ、９"α`了ａｔα及びＳ・

に，実験に使用した16種の貝類のうち，第Ⅲ期幼虫の感ｊ”。"/Ｃａでは沈降帯は認められなかった．

染が認められた貝は，Ｂ・Ｊｊ〃/”/ｓ（感染率：50.0％）２）広東住血線虫成虫抗原と各種貝類抗血清間に見ら

Ｆ､α・ｓｆｅＭ〃α"ａ（53.3％)ブＺａｒ６ｏｒｅ"ｓ（45.7％)，れる共通抗原'性．

Ｅ､ｃ・ハノcｍｚｉｓ（20.0％)，Ｅ,α・ノ`之"、o"iｓ（6.7％)，Table3に沈降帯数,Figs、４～６に泳動像の模式図を

Ａ・ん"αZ（75.0％)，Ｂ・ｇｍ６γαtｑ（69.5％)，及びＰ．示したように，最も多くの沈降帯が認められた貝は,Ａ

ａｃ”ａ（50.0％）の８種類の貝であった．次に上述の貝九"Ｃａで７本，次いでＺａｒ６ｏγe"s,８９/α６７ａｔα及び

から得られた第Ⅲ期幼虫の１部をラットに経口投与し，Ｐ.αC"tαで５本,Ｂ・ｓｉｌＭａｒｉＳ及びＦ・ａ.ｓ/e6o雌α"α

TablelExperimentalinfectionofsnailswithfirststage

larvaeofA7zgiosZ7o"gyZ"Ｓｃα"Zo"e"siｓ

Ｎｏ．of

Ist-stage
larvae

●

glvenper
snail．

Ｎｏ．ofsnails

positivefor
３rd-stage

larvae．（％）

Ｎｏ．of

snails

examined

Ｎｏ．ｏｆ

ｓｎａｉｌｓ

ｄｉｅｄ．
LocalitySpeciesofsnails

19(50.0）
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０（0.0）

66(69.5）

17(50.0）

０（0.0）
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Table2Experimentalinfectionofratswiththird-stagelarvaeofA"giosZ7o"gjvJ2‘ｓ［α"/o"eﾉlsJs

obtainedfromexperimentaUyinfectedsnails

ＡｖｅｒａｇｅＮｑｏｆａｄｕｌｔｗｏｒｍｓｒｅｃｏｖｅｒｅｄ
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serumof
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ｒａｂｂｉｔ

ｓｅｒａ

Ａｎｔｉｇｅｎ
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Ａ．、'22.
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Ｆ
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Ｚ.αγ6０ γCＨＳ

Ｂ、ｓ/"ｚｉｍ７ｉｓ

Ｆ．‘・sie6oJcJiα"α

Ｚ・ａ７６ｏｒｅ"Ｓ

Ｅ．ｃ・hicﾊo"/Ｓ

Ｅ．‘iro"ｉ

Ｅ．α、icJこ""zo"is

AJiMZica

S・mpo"ｉｃａ

Ｂ，ｇＺａ６７ａｚａ

Ｐ．αｃｗｍ
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S，此"so"ｉ

８．９ｚｚａｃＪ７ａｚａ

Ｃ．ｃ・'"α此ａＺａ

ＣノヒZPo"ｉＣａ

Ｕ．‘．〃ipPo"e"siS

Ｂ・ｓｉ"ｚｉＺａｒｉｓ

Ｅ、dsie6o/cJiα"α
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E．Ｃ・AiCho"/Ｓ

Ｅ、cJijro"ｉ

Ｅ．α・ｉｃＪｚＨ"zo"/ｓ

Ａ・かZica

S・ノtIpo"ｉｃａ

ＢｇＪａ６γαｚａ

Ｐ．αczZZa

C．γa7opiczZ(ｓ

Ｓ、６e"Ｓｏ７ｚｉ

Ｓ，９"αａ７ａｚａ

Ｃ．ｃ･．〃zaZZeara

CノヒIPO"ｉＣａ

Ｕ.‘．〃fPPo"e"siS

＊Ｆ
ｏ
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４
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Ｅ､ｃ・Aiclconis

Ｅ､djjro

○
Ｅ､α・idzumo7Dis

Ｆｉｇ．１１ｍｍunoelectrophoregramsbetweenanti‐

gensofsnailandanti-A"g/ostro,zgyZ"ｓｃａ７ｚＺｏ"e‐
"sisadultwormsera．
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A､九Jｊｃａ

○S,/apo'2ica

B.ｇ【α6γα、

＊Numberofprecipitinbands

で４本，Ｅ､Ｃ・ノiicho"ｉｓ及びＥ、α・ｉｄｚ皿wolmisで３本，

Ｅ・ｃＪｉ工o"i,Ｓ・ｂｅ"so"/，Ｓ・ノ⑫o"ｊｃａ，ＣＣｍａ雌αZα，

S､９"α`γａｔα及びＵ､。〃伽。"e"sｉｓで２本，Ｃｊα‐

'０"'Ｃａで１本の沈降帯が認められたが，ＣγeZγOPicZzzs

では沈降帯は認められなかった．

一二一一－一二三二

一夛言ミー￣￣￣Ｐ・ｕｃｎｍ

○Ｃ､γαγopicZus

一己
S・be〃so、

Ｆｉｇ．２１ｍｍunoelectrophoregramsbetweenanti‐

ｇｅｎｓｏｆｓｎａｉｌａｎｄａｎｔｉ－Ａ"giost7o7zgy〃Ｓｃα"Zo‐
〃e7lsisadultwormsera．

考察

近年，免疫電気泳動法が医学領域に於いて広く応用さ

れるようになり，寄生虫学領域に於いてもＢｉｇｕｅｔｅＺａＺ

（３）
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Antigen Ａ，cq711o71ensisadultworm

Anti-A血lica
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Ａｎｔｉ－Ｂ・ｇｌａ６γαね
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Ｆｉｇ．３１ｍｍunoelectrophoregramsbetweenanti‐

gensofsnailandanti-A7zgiostγo"gyZ"Ｓｃα"ｔｏ"e‐
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Ａｎｔｉ－Ｐ・ｕｃｕｍ
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Ｆｉｇ、５１ｍｍunoelectrophoregramsbetweenanti‐

ｇｅｎｓｏｆＡ"giostro"gyJzJscα"to"e"sisadultworm
andanti-snailsera．

〔〕

Ａｎｔｉ－Ｆｂｄ・sjP6o/ｄｉＱ）lu

Anti-Znγ6oｒＰｌｌｓ

Antigen：Ａ、ｃｕ７ｌｆｏ"c〃ｓｉｓａｄｕｌｔｗｏｒｍ
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○

Ａｎｔｉ－Ｅ.ｃ､/ijcAo7Iis

Anti-E・ｄｊｊｍ"'

亙二一一〆、
しノ Ａｎｔｉ－Ｃｃ.、α肱ａｍ

Ａｎｔｉ－Ｃ/uponjcu

Ａｎｔｉ－Ｅ.α・idzM7uoﾉｌｉｓ

Ｆｉｇ、４１ｍｍunoelectrophoregramsbetweenanti‐

ｇｅｎｓｏｆＡ"giost7o"gy/"sca7zZo"e"sisadultworm
andanti-snailsera．

○－－－
￣

Ａｎｔｉ－Ｕｄ.〃ippo"e〃siｓ

Ｆｉｇ．６１ｍｍunoelectrophoregramsbetweenanti‐

gensofA7zgiosZ7o"gyJ"Ｓｃα"to"c"sisadultworm
andanti-snailsera．

(1962）はマンソン住血吸虫と肝蛭，槍形吸虫，Ｃａｐｒｏｎ

ｅＺａＺ（1965）はマンソン住血吸虫と日本住血吸虫，ビ

ルハルツ住血吸虫,またTsujiandYokogawa（1972)は

日本住血吸虫と各種吸虫類との間に見られる共通抗原性

について検討し，近似種ほど多くの共通抗原性を有する

ことを報告しており，またこの免疫電気泳動で,特異的な

沈降帯を証明することにより，種の鑑別に役立つことが

知られるようになって，異所寄生の場合のように形態学

的に証明が困難な際の補助的診断法としても大きな意義

を持つようになって来た.この免疫電気泳動法は,寄生虫

間の種の鑑別のみならず，成虫と幼虫間に見られる共通

抗原`性の究明についても用いられ（Caproneifaム１９６５

；辻,1975),また形態学的に区別が困難な貝類を,免疫学

的見地から分類，解決しようとする試みもなされている

(ＴｒａｎＶａｎＫｙｅＺａＪ,1962,Ｒｏｓ６ｅＺａＺ,1966)．今回，

著者らは広東住血線虫成虫と各種貝類との間に見られる

共通抗原,性について，免疫電気泳動法によって検討する

と共に，実験的中間宿主の検索も行った．まず，実験的

中間宿主の検索では，第Ⅲ期幼虫の感染が認められた貝

は16種類のうち８種類の貝で，これらのうち最も感染率

が高かった貝は，Ａ､九"Ｃａで75.0％，次いでＢｇｍ－

６７･ａｔα69.5％，以下Ｆ、α・Sie6o励α"α53.3％，Ｂ、

s〃ｉｍ７ｉｓ及びＰ．αC"rαで50.0％，Ｚａ７６ｏ７ｅｚ`ｓ４５．７

％，ＥＣ、ハicだ。"た20.0％，そしてＥ、α、Ｍご"molziS

6､7％の順であった．また，これらの感染貝より得られ

た幼虫はＴａｂｌｅ２に示すようにラットに対して明らか

な感染性を示した．本邦に於ける中間宿主貝の検索は，

多くの研究者たちによってなされているが,Yanagisawa

（1967）は,Ｆ・cLSie6o〃α"α，Ｚａ７６ｏ７ｅ"S，Ｐ.αα`Zα

は実験的中間宿主になり得ると報告し，１Ｍ.sie6o雌α"α

とＺａｒ６ｏ７ｅ"ｓは，Ｐ．αＣｍａに比して高い感受`性を示

（４）



7５

したと述べているが，今回の著者らの成績では，３種間

に明らかな感染率の優位差は認められなかった．Ｂ

ｓｉｌＭａｒｉｓでは，掘ら（1976）は同属のマイマイＢ・

OCCα"、でかなり高い感染性を示したと報告し，また

WallaceandRosen(1969)は，ハワイ島でＢ,ｓ〃ｉＺａｒｉｓ

に自然感染が認められたという報告から，高い感受性を

もつものと思われるが，今回の実験では50.0％の感染率

しか得られなかったＥ"/ｉａｃＺｒａ属貝では,Ｅ､Ｃ・ん賊。"ｉｓ

及びＥ、α・ｉａｚ",,Zo"ｊｓに感染が認められ，Ｅ、Ｃ・ノカル

ハ。"ｉｓについては掘ら(1976)の報告とほぼ一致した．な

お，Ｓ・ｂｅ"so"i,Ｓ,９"α`ｒａＺａＣ.γeＺｒ”ｉｃｍｓ,Ｓ､ノ⑫o‐

"ｊｃａ,Ｃ､ｃ・ｍａＪＪｅａＺａ，Ｃ・ノ”o"/Ｃａ及びＵ,‘.〃伽。‐

"ｅ７Ｍでは感染が認められなかった．次に寄生虫体と中

間宿主との間に見られる共通抗原性について，広東住血

線虫に好適宿主であるＡ､／Ｍｃａ,Ｂ､ｇＪａ６ｍＺａでは，

広東住血線虫抗血清との間に，それぞれ６本，５本，ま

た逆に本成虫抗原との間にそれぞれ７本，５本の沈降帯

が認められ，非好適宿主であるＳ、ｂｅ"so"/，Ｃ７ｅＺ７ｏ‐

〆CmS,Ｓ､９z`ααγａｔαの貝との間には０～２本の沈降帯

しか認められなかったことは，ＴｓｕｊｉｅＺａＺ（1978）が述

べている日本住血吸虫の中間宿主であるＯ"c０，Ｍα"/α

属貝抗原と，日本住血吸虫成虫抗血清間では４～７本の

沈降帯が見られるが，非好適宿主であるＢｇｍｈａｔａ，

Ｂ"〃"zJst7zJ"cａｍｓ,Ｌ３ｗＺ"αeαＺｒ"〃CaZzJmでは，０～１

本の沈降帯しか認められなく，好適宿主ほど多くの沈降

帯が認められるという報告に一致している．また感染率

と共通抗原性の関係では，ＴｓｕｊｉＺｅａＺ（1978）が，日本

住血吸虫成虫と各種Ｏ７ｚＣｏｍｅｍ"iα属貝との間に見られ

る共通抗原性について述べているように，感染率が高い

貝ほど共通抗原性が多く見られると報告しており，今回

の実験でも最も感染率が高かったＡＪＭｃａ（75.0％）

の抗原と成虫抗血清間に６本の沈降帯が見られ，また，

B・ｇＺｑ６ｒｑｔａ（69.5％）で５本，Ｂ、ｓ〃"αγｉｓ，Ｆ、α・

sie6o雌α"α,Ｚ.α７６０γc"ｓ及びＰ．αｃｍａでは感染率４６

～53％で，沈降帯数４～５本，Ｅ・ｃｈｉｃたo"iｓ（20.0％）

で２本，Ｅ、α、ｉａｚ…o"iｓ（6.7％）では１本の沈降帯

が見られ，感染率の低下と共に沈降帯数の減少傾向が見

られた．感染が成立しなかったＳ６ｅ"so"′は，掘ら，

（1976)，塩田ら（1980）の感染実験の成績で第Ⅱ期幼

虫まで発育可能で，第Ⅲ期幼虫には発育しないと述べて

おり，またｃｃ.、α此ａｔαについても，塩田ら（1980）

の第１期幼虫は貝体内侵入後，長時間生存し得ることが

出来るが，虫体の発育は見られないと報告しているが，

これらの貝は１本の沈降帯しか認められていない．一方

Ｕ,ａ.〃物o"e"sｉｓでは，Ｅ、ｃ・ノzicAo"ｉｓの場合と同様

に，虫体抗血清との間に２本の沈降帯が見られたにもか

かわらず，今回の実験では感染が認められなかったが，

今後さらに実験個体数を多くすることによって感染が成

立つ可能性があるのではないかと考えられる．また逆に

成虫抗原と各種貝類抗血清間に見られる共通抗原性につ

いても，Ａ,九Jicaで７本，Ｂ､ｇｍ６γａｔα,Ｐ.αc”α,Ｂ，

s〃"αγｉｓ，Ｆ、α、sie6o/α/α"α及びＺａ７６ｏ７ｅ"Ｓで４～

５本，Ｅ、Ｃ・ノjiCho"ｉｓ及びＥ、α、ｆｃＪｚ"ｍｏ７ｚｊＳで３本の

沈降帯が認められ，感染率が高い貝に多くの沈降帯が見

られる傾向があり，沈降帯の数が２本以下の場合は感染

が認められなかった．なお，虫体抗原と各種貝類抗血清

間及び貝類抗原と虫体抗血清間に見られる沈降帯数に差

が見られる点については，感作に使用する家兎の個体差

などに起因するものと思われ，今後例数を増やして検討

する所存である．上記の成績及びＡ､九"cα,Ｂｓ/〃‐

Ｊａ７ｉｓに自然感染が認められたというWallaceand

Rosen（1969）の報告と考え合わせると，共通抗原沈降

帯が４本以上存在する貝では，自然感染の可能性が充分

にあることが考えられる．

まとめ

１６種類の陸棲，水棲貝に対する広東住血線虫第Ⅲ期幼

虫の感染性と，広東住血線虫成虫及び貝類間に見られる

共通抗原性との関連性について検討し，以下の如き結果

を得た．

１）第Ⅲ期幼虫の感染が認められた貝は，Ｂｓｉ〃/α‐

γ/s，Ｆ、α・Ｓｉｅ６ｏＪａｉα"α，Ｚ・ａ７６ｏ７ｅ"s，Ｅ、ｃ、hicAo"is，

Ｅ、α、Mzwmo"ＪＳＡ・か"Ｃａ，Ｂ・ｇＺａ６７ａｔａ及びＰ．

αc”αの８種類であった．

２）広東住血線虫成虫と各種貝類間に見られる共通抗

原`性は，第Ⅲ期幼虫の感染率が高い貝ほど多く認められ

る傾向がある．

稿を終るに当り，実験に供した－部の貝の同定に，広

島大学理学部稲葉明彦教授の御教示を得たことを記し，

感謝の意を表する．なお本論文の要旨は第５１回日本寄生

虫学会（1982）に於いて発表した．
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Abstract i

STUDIES ON HOST-PARASITE RELATIONSHIP OF

ANGIOSTRONGYLUS CANTONENSIS

(1) THE ANTIGENIC COMMUNITIES BETWEEN A. CANTONENSIS

ADULT WORMS AND SNAILS

Yuzuru IWANAGA, Moriyasu TSUJI and Noriyasu TANAKA*

{Department of Parasitology, School of Medicine, Hiroshima University,

Hiroshima. *Sakaide Detached Office, Mizushima Branched

Office of Kobe Quarantine, Kobe)

The experimental infectivities of the third stage larvae of Angiostrongylus cantonensis to

16 species of snails were examined. And immunoelectrophoretical studies on the antigenic com

munities were carried out by the use of serum from rabbit immunized with A. cantonensis adult

worms and extracts of snails and vice-versa.

The results are summarized as follows,

1) The third stage larvae of A. cantonensis were collected from 8 out of 16 species of

snailr, 50-70 days after the exposure of the first stage larvae. Experimental infection rates of

A. cantonensis to Achatina fulica were 75.0 %, and also could infect 69.5 % of Biomphalaria

glabrata, 53.3 % of Fruticicola despecta sieboldiana, 50.0 % of Bradybaena similaris and Physa

acuta, 45.7 % of Zonitoides arboreus, 20.0 % of Euhadra congenita hickonis and 6.7 % of Euhadra

azvaensis idzumonis.

2) In the immunoelectrophoretical examinations between A. cantonensis and extracts of

snails, 6 to 7 bands were identified with A. fulica, 5 bands each with B. glabrata and P. acuta,

4 to 5 bands with B. similaris and Z. arboreus, 4 bands with F. d. sieboldiana, 2 to 3 bands

with E. c. hickonis, 1 to 3 bands with E. a. idzumonis and no band or 1 to 2 bands only with

extracts from other snails in which the larvae had not grown.

It was observed that more bands were seen among the relation between a suitable host and

A. cantonensis.
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